
教育
目標

広島県立呉三津田高校
広島県呉市▶1907年呉市立呉中学校として開校。1949年広島県呉三津田高校発足、1968年現高校名に改称
▶全日制／定時制。いずれも男女共学。生徒数計601人
▶国立教育政策研究所の研究指定校（2013年度～）、広島県の探究コアスクール指定校（2015～17年度）
▶大学合格実績：国公立／123人　私立／早稲田、慶應義塾、同志社、立命館、安田女子、広島国際、広島修道　他（2019年）

呉から世界へ。世界から呉へ。グローバル社会のリーダーにして、
地域創生のために、課題を発見し、協働で答えを作り出すことのできる人材の育成
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おおばやしひでのり●広島県立高校で数学を担
当。2012年より祇園北高校教頭。2014年より大
崎海星高校校長。過疎化が進む離島において同
校の存続が危惧される中、魅力化プロジェクトを主
導し、生徒募集を好転させる。2017年より福山工
業高校校長。2019年より現職。

校長

大林秀則

約
10
年
前
か
ら
、先
ん
じ
て「
思
考
力
」「
主
体
性
」の
育
成
を
開
始
。

さ
ら
に
学
校
の
教
育
目
標
を
具
体
的
な
資
質
・
能
力
に
落
と
し
込
み
、地
域
探
究
活
動
で
培
う
。

　
本
校
は
地
域
の
進
学
校
で
す
。
こ
れ

ま
で
難
関
大
学
合
格
を
め
ざ
し
て
教
育

を
行
っ
て
き
た
中
で
、
選
択
式
の
問
題

は
で
き
て
も
論
述
式
の
問
題
に
は
対
応

で
き
な
い
生
徒
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、約
10
年
前
か
ら「
思

考
力
」
の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
思
考
力
」
の

定
義
は
あ
い
ま
い
で
す
。
育
成
方
法
に

つ
い
て
も
先
行
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
各
教
員
が
思
う
「
思
考
力
を
問

う
問
題
」
を
定
期
テ
ス
ト
で
出
題
し
、

実
施
後
に
最
も
優
れ
て
い
る
問
題
を
教

科
ご
と
に
持
ち
寄
る
な
ど
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
思
考
力
の
本
質
を
探
っ
て
い

き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
よ
う
や

く
教
科
別
の 

   ＊1 「
思
考
力
の
定
義
」
が

完
成
。
こ
れ
を
基
に
採
点
基
準
と
な
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生
徒
に
も

公
開
し
ま
し
た
。

　
授
業
も
同
じ
く
変
え
て
い
ま
す
。
思

考
力
の
育
成
で
は
、〝
解
説
〞よ
り
も〝
問

い
〞
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
世

界
史
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
は
教
員
が
教

科
書
に
沿
っ
て
出
来
事
の
過
程
を
解
説

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
教
員
が
発

し
た
問
い
を
基
に
、
生
徒
が
資
料
を
集

め
、
出
来
事
の
背
景
を
探
り
、
気
づ
き

を
ク
ラ
ス
で
共
有
す
る
形
に
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
幸
い
な

こ
と
に
「
わ
か
り
や
す
い
」「
思
考
力

を
発
揮
す
る
場
面
が
あ
る
」「
も
っ
と

勉
強
を
し
た
く
な
る
」
と
答
え
る
割
合

が
増
え
て
い
ま
す
。
思
考
力
を
育
成
す

る
授
業
へ
の
転
換
で
、
学
ぶ
意
欲
が

ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
。

　
２
０
１
５
年
度
に
は
県
が
推
進
し
て

い
る「
学
び
の
変
革
」の
指
定
校
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
／

探
究
の
時
間
」（
以
下
「
探
究
」）
の
内

容
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
探
究
で
核
と
な
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
、
２
０
１
６
年
度
に
開
始
し
た
「
社

会
探
究
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
高

２
生
を
４
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
１
年
間
を
か
け
て
取
り
組
ま
せ
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。
地
元
の
呉
市
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
情
報
を
集
め
分
析

し
、
最
終
的
に
市
議
会
へ
解
決
策
を
提

案
し
ま
す
。
教
員
は
基
本
的
に
内
容
に

口
を
挟
み
ま
せ
ん
。
企
業
や
住
民
等
と

の
交
渉
も
生
徒
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
外
部
に

活
動
を
報
告
す
る
機
会
の
多
さ
で
す
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
招
い
て
行
う

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
大
学
生
に
向
け
た
英
語
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
、
市
議
会
へ
の
提
案
等
々
…
。

相
手
の
感
想
を
聞
き
、
振
り
返
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
主
体
的
学
習
者
に
必
要
な

メ
タ
認
知
力
や 

   ＊2
　レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
ど

が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
評
価
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
生
徒
が
市
議
会
で
堂
々
と
発
表

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
変
容

は
明
ら
か
で
す
。
推
薦
入
試
な
ど
の
面

接
や
小
論
文
の
練
習
で
は
、
多
く
の
生

徒
が
こ
の「
社
会
探
究
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」で
培
っ

た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
課
題
は
、
授
業
・
テ
ス
ト
、
探
究
、

進
路
指
導
の
３
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
統

合
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
探

究
的
な
学
び
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
大
学
が
先
行
し
て
お
り
、

高
校
以
上
に
発
展
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
高
校
３
年
間
の
生
徒
の
成
長
を
受

け
止
め
る
入
試
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
る

教
育
を
、大
学
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

発
表
と
自
省
を
繰
り
返
し

メ
タ
認
知
力
を
育
成

教
員
の
経
験
知
を
集
め
て

思
考
力
を
ゼ
ロ
か
ら
定
義

学びのプログラム

　広島県教育委員会は、学校段階が上がるにつれて減退する生徒の学習意欲や、主
体的に学ぶ人材を社会が求めている状況などを鑑み、2015年度に「広島版『学びの
変革』アクション・プラン」をスタートさせた。知識ベースの学びから資質・能力の育成を
めざす主体的な学びに県内の小中高全ての学校教育を変革することが目的だ。
　高校では、課題発見・解決学習への変革を全県的なプロジェクトで推進。2015～
2017年度の第Ⅰ期はまず、指定校（24校）での授業モデルの構築と、県内全校で変
革推進の核となる教員の養成を行った。授業モデルは、実践事例集を作成して県内全
校に普及。2018～2020年度の第Ⅱ期は、県内全校でカリキュラム・マネジメントと教
科指導に関する研修を実施して、変革の校内普及を推進。加えて、研究開発校（９校）
で、ルーブリックの開発など、資質・能力の評価に関する研究を行っている。

全県的なプロジェクトにより
課題発見・解決学習を全校に普及

注目！

C a s e  S t u d y

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校

思
考
力
と
主
体
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」
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主体的な自己
～私の興味関心を知る～

●切り抜き新聞　●詩のボクシング
●学部学科研究　●読書会
●ディベート

自己の相対化
～私を育んだ社会を知る～

●詩のボクシング　●社会探究ＰＢＬ
●シンガポール研修旅行
●キャリア探究（志望理由書）

自己実現
～社会の一員として
　私はどう生きるか～

●ディベート　●パネルディスカッション
●詩のボクシング
●「社会の中の私」（小論文作成）

テーマ設定
グループ分け

４月

1月

3月

3月

2月

6月

夏
休み

中間報告会

フィールド
ワーク

海外で
フィールド
ワークと
現地学生との
協働学習

ポスター
セッション

呉市議会に
解決策を
提案

大学生との
協働学習

小論文作成

呉市長
報告会

11月

11月

［La Gaya Scienza a Mitsuta］

社会探究ＰＢＬの流れ（例）総合的な探究の時間

１年次

3年次

2年次

練り直し

練り直し

練り直し

高校での課題発見・解決学習
推進プロジェクトの取り組み

第Ⅱ期：2018～2020年度
●カリキュラム・マネジメントと教科研修を通し

て変革の校内普及を図る
●資質・能力の評価方法を指定校で研究

第Ⅰ期：2015～2017年度
●授業モデルの構築と、校内での変革を推

進する実践推進リーダー（各校１人）を養成

取材・文／児山雄介　撮影／高西知泰＊1 （例）国語：テクストを他者としてとらえ、それに対する自分の考えや意見を、根拠を明確にして表現する力
　　  　地歴公民：社会的事象の持つ意味や事象間の関係性などについて、相対化した知識や概念、資料を根拠に多角的・論理的に説明する力　など
＊2  回復力、しなやかさ

＊4

ラ 　　 ガイヤ 　　　 シエンザ 　   ア 　　　ミツタ
＊3

＊3 フランス南部で用いられていたオック語で「三津田ヶ丘の悦ばしき知」の意味
＊4 自作の詩の朗読で勝敗を競う「声と言葉の格闘技」


